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自然の恵みを
体感できるモン！

天子の水

池山水源 寒川水源

矢谷渓谷 吉無田水源

轟水源

山鹿市菊鹿町矢谷

阿蘇郡産山村田尻

上益城郡御船町田代 球磨郡あさぎり町深田西

水俣市久木野宇土市宮庄町

①県民と農家が協働した県民運動の展開

②グリーン農業による減化学肥料・減農薬と
　土づくりの推進

③良質堆肥の生産および広域流通の推進

④水田農業の再生（飼料用米の拡大等）による
　地下水保全

⑤地下水を守る農業を発展させる試験研究および
　技術の普及

熊本に暮らす私たちにとって、大自然の働きと先人の努力によって
育まれた豊かな水は生命の源であり、生活や産業に欠かせない
貴重な資源です。特に地下水は県民みんなで守りみんなで使う
「公共水」、地域の発展に欠かせない「くまもとの宝」でもあります。

｢公共水｣の視点

地下水は水循環の一部であり、
県民生活と地域経済の共通の
基盤である「公共水」です。

「未然防止」の視点

県民が将来にわたって地下水の
恵みを享受できるよう地下水の
保全を図ります。

「協働」の視点

県民、事業者、行政が連携・
協働して地下水の保全に
取り組みます。

地下水を守るための基本理念
熊本県地下水保全条例

ウォーターオフセット
お米を作るときに、水田いっぱいに張られた水は、ゆっ
くり地下に浸透し、地下水になります。（これをかん養と
言います。）かん養効果のある土地のお米を食べ、農業
を守ることが、地下水を守る取り組みにつながります。

家庭で できる地下水保全活動

県政トピックス

一定規模以上のポンプで
地下水を採取する場合に
は、許可が必要です。

地下水の採取に
許可制が加わりました。
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くまもと名水風景

手野名水会
会長 工藤 徹雄 さん
定年退職後、地域のために何かできな
いかと、友人たちと活動を始め立ち上げ
たのが「手野名水会」。集落の方々の活
動に対する協力が、なにより嬉しく励み
になり、後継者の育成にも力が入る。

手野名水会の会員。名水ツアーの
案内と並行して、周辺の整備活動も
行っている。

年々増加する名水ツアー。県外旅
行者にも集落のありのままの姿を
「方言」で伝えている。

巨大な岩の割れ目から、豊富な水が湧き
出す「手野の名水」。

お米を食べて天然地下水を育む

水の国くまもとの宝、
美しい地下水を
守り育むために。

ごはん一杯で
1500ℓの
地下水が
作れるモン！

地下水保全のための具体的な規定
地下水の水質・水量を保全するため、有害な化学物質を使用
する事業場の届出や地下水を採取する場合の許可・届出等
を規定しています。さらに、地下水を合理的に使用すること（節
水）、地下水のかん養に協働で取り組むことを規定しています。

地下水を育む農業の
推進に取り組みます。

節水育水

「
水
に
感
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、水
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活
か
す
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鹿本エリア 上益城エリア

宇城エリア 芦北エリア

球磨エリア

阿蘇エリア

写真提供：NPO法人ASO田園空間博物館

蕨野峠の岩清水保存会
会長 野村 春男さん

峠の岩清水
宇城市小川町東海東

手野の名水
阿蘇市一の宮町手野

美味しい水を求めて多くの人が水汲みに
訪れる湧水。「来る人々に、気持ちよく
水を飲んでもらいたい」。そんな気持ちで
会員８名が活動を行っている。

平成５年発足の「蕨野峠の岩清水保存会」のメンバーは、現在８名。井戸や、周辺の清掃を毎月２回行い、当番制で、
毎日の見回り活動を行っている。熊本市、八代市、宇土市などから毎日50台以上の車が、水汲みに訪れる。

雨水をためて散水や
車の洗車に利用。

～地下水はみんなのもの～ ～今から取り組む～ ～みんなで守る～
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全国初！ 「地下水と土を育む農業
推進条例」制定を目指しています。 
　 「くまもとグリーン農業」など、
地下水を守る農業の取り組み。
これをさらに広げ、くまもとの
宝である地下水を50年先、100
年先の未来に引き継がなけれ
ばなりません。 

　そこで、農業者の力で地
下水を守り土づくりを行う
という、全国初の条例制
定に取り組みます。
 
　安全・安心な生産に取り組む農
家を、消費者や企業みんなで支え
ていく仕組みづくりを進めましょう。 

わらびの
宇城市小川町と美里町を結ぶ峠にある

蕨野「峠の岩清水」。西南戦争時には、薩軍が飲用
した歴史ある湧水で、その美味しさが評判となるにつれ多
数の人々が毎日のように水汲みに通う人気の水源となりました。
そのために、駐車場の整備やトイレの設置、給水場や周辺の清
掃などを、会員が中心となって行っていますが、会員の高齢化か
ら、活動を引き継ぐ後継者不足に悩んでいます。またペット
ボトルやゴミの投棄の問題にも苦慮しています。湧水

は、みんなで利用する共有の財産だという
意識を持ってほしいです。

阿蘇市の手野地区は、古来より湧水が豊富で
風光明媚な集落です。平成2年の台風災害に見舞われた

湧水地の復旧作業がきっかけとなって「手野名水会」を組織しま
した。その後、名水巡りとともに、国造神社をはじめ手野集落を周
遊するツアーを始めました。参加者からは、贅沢な環境が残る、「ま
さに名水の里だ」という声を多く頂き、周辺環境の整備や、集落
内の美化などにも活動範囲を広げています。湧水を守り

活用した結果、地域の活性化につながりました。

歯をみがくときは
コップを使う。

節水シャワー
ヘッドに交換。

風呂の残り湯を
洗濯に再利用。

食器洗いは
溜め洗いで。

条例の目指す姿


